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DataGridコントロールで
データベース連携を極めよう！
─その2─

前回から、ASP.NETの代表的なサー

バーコントロールである「DataGrid」

について紹介しています。DataGridコ

ントロールの基本的な機能自体は「指

定されたデータセットの内容に基づい

てグリッド表を生成する」という、き

わめて単純なものですが、数多く用意

されたプロパティやイベントを駆使す

ることで、さまざまな応用が可能とな

る、とても奥の深いコントロールです。

すでに基本的なフォームコントロー

ル、検証コントロール、カレンダコン

トロールと学んできたみなさんにとっ

ては、あとはこのDataGridコントロー

ルさえ極めてしまえば、ASP.NETの主

要なサーバーコントロールをマスター

したと言っても過言ではありません。

今回も、グリッドデータの更新／削除、

ページングと盛りだくさんの内容です

が、コードの複雑さに惑わされず、ま

ずは「大枠としてそれぞれの部分が何

をやっているのか」の理解に努めてみ

てください。

まず最初は、insert.aspxに配置した

DataGridコントロールのイベント「Edit

Command」「Cance lCommand」

「UpdateCommand」を利用して、グリ

ッドに表示された既存レコードを更新

してみることにします。

DataGridコントロールでデータ編集

を行なう際には、まずデータグリッド

に「通常モード」と「編集モード」と

いう2つのモードが存在することを理解

しておく必要があります。デフォルト

で表示されるのは通常モードですが、

データの更新を行なう際には、該当の

行を編集モードに切り替えなければな

りません。編集モードに切り替えられ

た行の編集可能な列だけがテキストボ

ックスとなり、ユーザーが編集後、最

終的に［更新］ボタンをクリックする

と、データの変更が反映されるという

わけです（図1）。
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さて、グリッド表におけるデータ更

新の流れが理解できたところで、更新

を行なうための準備に入ってゆくこと

にしましょう。

❊グリッド表にコマンドボタンを

追加する

まずはグリッド表に［編集］［更新］

［キャンセル］ボタンを追加してみまし

ょう。図1のように、標準モードで表示

されるのは［編集］ボタンのみで、［更

新］ボタンと［キャンセル］ボタンは

編集モードにおいてのみ表示されます。

これらのコマンドボタンを追加する

には、フォームデザイナ上のDataGrid

コントロールを右クリックし、コンテ

キストメニューから［プロパティビル

ダ］を選択して［＜DataGrid名＞プロ

パティ］ダイアログを起動してくださ

い。［列］タブの「選択された列」には

すでにいくつかの列が定義されている

はずですが、ここで新たに「使用可能

な列」から「ボタン列」-「編集、更新、

キャンセル」を追加します。「編集、更

新、キャンセル」コマンドのEditCom

mandColumnプロパティには、それぞ

れ表1の値を入力してください（図2）。

ただし、これらはあくまで表示上の設

定にすぎませんので、必要に応じて、

自由に変更することが可能です。

これで、グリッド表の各行に［編集］

［更新］［キャンセル］ボタンが追加さ

れました。

❊編集可能な列を決定する

コマンドボタンを追加したら、その

ままプロパティウィンドウを閉じずに、

各「選択された列」に関する編集の可

必ずできる!
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図1：データ更新の流れ

編集モード。テキストを編集して［更新］ボタンをクリック

編集内容が反映された

通常モード。［編集］ボタンをクリック

表1：EditCommandColumnプロパティの設定

プロパティ 設定値

テキストの編集 編集

テキストの更新 更新

テキストのキャンセル キャンセル

ボタンの種類 PushButton

図2：［編集］［更新］［キャンセル］ボタンの追加




